
 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 学習評価の基本的な枠組み                        

 各教科の評価については、学習状況を分析的に捉え

る「観点別学習状況の評価」と、これらを総括的に捉

える「評定」の両方について、学習指導要領に定める

目標に準拠した評価として実施します。（目標準拠評価） 

 図２のように、感性や思いやりなど観点別学習状況

の評価や評定には示しきれない生徒一人一人のよい点

や可能性、進歩の状況については、「個人内評価」とし

て実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※目標準拠評価は、集団内での相対的な位置付けを評 

価するいわゆる相対評価とは異なります。 

 

◆ 観点別学習状況の評価             

 各教科等の目標や内容が「資質・能力の三つの柱」

に基づいて整理されたことを踏まえ、観点別学習状況

の評価の観点が３観点に整理されました。 

 各観点の評価に当たっては、各教科等の特質を踏ま

えて適切に評価方法等を工夫することにより、学習評

価の結果が生徒の学習や教師による指導の改善につな

がるものとすることが重要です。 

 

◆ 評定について                  

 評定は、各教科の観点別学習状況の評価を総括した

数値を示すものです。評定は、生徒がどの教科の学習

に望ましい学習状況が認められ、どの教科の学習に課

題が認められるのかを明らかにすることにより、教育

課程全体を見渡した学習状況の把握と指導や学習の改

善に生かすことを可能とするものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 学習評価の結果は、カリキュラム・マネジメントの

実施状況の評価に当たり、客観的な諸調査の結果とと

もに、重要な資料の一つとなります。 

各学校においては、観点別学習状況の評価の観点ご

との総括及び評定への総括の考え方や方法について、

教師間で共通理解を図り、生徒及び保護者に十分説明

し理解を得ることが大切です。 

 

◆ 「知識・技能」の評価について         

 「知識・技能」の評価は、各教科等における学習の

過程を通した知識及び技能の習得状況について評価を

行うとともに、それらを既有の知識及び技能と関連付

けたり活用したりする中で、他の学習や生活の場面で

も活用できる程度に概念等を理解したり、技能を習得

したりしているかについて評価するものです。 

このような考え方は、従前の評価の観点である「知

識・理解」、「技能」においても重視してきたところで

すが、今回の学習指導要領に示された知識及び技能に

関わる目標や内容の規定を踏まえ、各教科等の特質に

応じた評価方法の工夫改善を進めることが重要です。 

 具体的な評価方法としては、ペーパーテストにおい

て、事実的な知識の習得を問う問題と、知識の概念的

な理解を問う問題とのバランスに配慮するなどの工夫

改善を図るとともに、例えば、生徒が文章による説明

をしたり、各教科等の内容の特質に応じて、観察・実

験をしたり、式やグラフで表現したりするなど実際に

知識や技能を用いる場面を設けるなど、多様な方法を

適切に取り入れていくことが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」中学校外国語から】 

２ 学習評価の基本的な枠組みと改善の方向性 

学習評価は、学校における教育活動に関し、生徒の学習状況を評価するものです。教

師が生徒の学習状況を的確に捉え、指導の改善を図るとともに、生徒が自らの学びを振

り返って次の学びに向かうことができるよう、学習評価の在り方を改善することが重要

です。 

【図２】評価の基本構造 
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【事例１】外国語科 第１学年  
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◆ 「思考・判断・表現」の評価について       

 「思考・判断・表現」の評価は、各教科等の知識及び

技能を活用して課題を解決するなどのために必要な思

考力、判断力、表現力等を身に付けているかどうかを

評価するものです。 

このような考え方は、従前の「思考・判断・表現」の

観点においても重視してきたところですが、今回の学

習指導要領に示された、各教科等における思考力、判

断力、表現力等に関わる目標や内容の規定を踏まえ、

各教科等の特質に応じた評価方法の工夫改善を進める

ことが重要です。 

具体的な評価方法としては、ペーパーテストのみな

らず、論述やレポートの作成、発表、グループでの話

合い、作品の制作や表現等の多様な活動を取り入れた

り、それらを集めたポートフォリオを活用したりする

など評価方法を工夫することが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」中学校技術・家庭から】 

 

◆ 「主体的に学習に取り組む態度」の評価について   

「主体的に学習に取り組む態度」の評価は、知識及

び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力等を身

に付けたりするために、自らの学習状況を把握し、学

習の進め方について試行錯誤するなど自らの学習を調

整しながら、学ぼうとしているかという意思的な側面

を評価するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本観点に基づく評価としては、【図３】のとおり、「主

体的に学習に取り組む態度」に係る各教科等の評価の

観点の趣旨に照らし、① 「知識及び技能を獲得したり、

思考力、判断力、表現力等を身に付けたりすることに

向けた粘り強い取組を行おうとする側面」と、②「①

の粘り強い取組を行う中で、自らの学習を調整しよう

とする側面」という二つの側面を評価することが求め

られます。 

具体的な評価の方法としては、ノートやレポート等

における記述、授業中の発言、教師による行動観察や、

生徒による自己評価や相互評価等の状況を、教師が評

価を行う際に考慮する材料の一つとして用いることな

どが考えられます。その際、各教科等の特質に応じて、

生徒の発達の段階や一人一人の個性を十分に考慮しな

がら、「知識・技能」や「思考・判断・表現」の観点の

状況を踏まえた上で、評価を行う必要があります。し

たがって、例えば、ノートにおける特定の記述などを

取り出して、他の観点から切り離して「主体的に学習

に取り組む態度」として評価することは適切ではない

ことに留意する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」中学校国語から】 

 

 「主体的に学習に取り組む態度」の評価に当たって

は、生徒が自らの理解の状況を振り返ることができる

ような発問の工夫をしたり、自らの考えを記述したり

話し合ったりする場面、他者との協働を通じて自らの

考えを相対化する場面を単元や題材などの内容のまと

まりの中で設けたりするなど、「主体的・対話的で深い

学び」の視点からの授業改善を図る中で、適切に評価

できるようにしていくことが重要です。 

【図３】「主体的に学習に取り組む態度」の評価のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
一単位時間の終わりに教師が振り返りの項目を示

して振り返りシートに記述させた内容と、個々の生
徒の学習状況を観察することを併用した。 
第３時の記述には、「共通点と相違点をいくつか書

き出したり、友達に説明して意見を聞いたりした」
とあり、積極的に学習課題について考える様子が観
察されたことから「おおむね満足できる」状況と判
断した。 

【事例３】国語科 第２学年 Ｃ読むこと  
単元名「清少納言と自分のものの見方や考え方を

比べる」 

 

 

【事例２】技術・家庭科  
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